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okajia akihiro

月
崇
暉
の
痕
跡
-
１
國　　語　　研　　究
橘
あど。つ．まあ。とこ
アトーサマアトーサンアトーハーアトウサマあ。て。。さんあままさんおまま
とうぜ．さんとーだ＝さま
同同
とうた＝さまとーガ’さん・
（じハよÅづで　　　　１
正
ご１
-４
／
米滞市
岩手騨ｈ閉伊郡上郷杓た比内
山ロ鵬都濃郡戸田村
山ロ鵬玖珂郡柳井町
同
對馬比田勝
岩手囁下閉伊郡岩泉町
秋田賜乎鹿郡樹手町
岩乎屑九戸郡江刈村
岩手嘱下閉伊磯鶏村小山田岩手騨九戸郡長内村
同
同
同
同
江刺郡藤里村
気仙郡日頃市村九戸郡宇部村久喜下閉伊郡各村
６５-
-
日月崇邦の痕跡
　月を秤む儀式は、今日では、月見や月ねちの様な風流な趣味ｍなものに退化して，わづかに、隙。てゐるだけであるが、子供の問には、近い時代まで月を莽む習はしが曖。てゐハと見えて、子供言葉に痕跡を止めてゐる。即ち、月の子供言葉は、鱒稼や沸扨の子供霜葉と共通であり、それらは、共に、それを秤む時の曾聚から来たものである。そこで兎づ、月を意味する子供雪冤を集めてみると、次の通りである。
　　あと　　　　　　　　　和歌山市
　　あ。とさま　　　　　　　岩手騨気仙郡立根村
　　あとさん　　　　　　　秋田騨由利郡
　　あどど　　　　　　　　秋田鷹由利郡
　　あとしやま　　　　　　長崎市
　　あ。とさん　　　　　　　和歌山市
　　あとさん　　　　　　　伊勢山田
　　あとさま　　　　　　　羽後河流郡
一一跡　痕　Ｑ　゛　墨　月　Ｂ-
同同同
とで＝さまどだ＝さまとが＝さん
同同
とてさまトドサマ
　トートーサン　とーどさま
　ロビ叱
　付付
　ナンナンサマ　ナンマサ
　冒訟」
同　　紫波郡各村
同　　岩手郡各村
同　　二β郡各村
同　　和賀郡立花村立花岩手鵬谷内村田淵
同　　岩乎餌御明鱒村
同　　東磐井郡鋒川村舞草同　　江刺郡米里村人首同　・東磐井郡蒜衣村
同　　二戸郡仁左￥村字矢　　　滞
新潟鵬佐渡郡金滞村
岩手隠九戸郡山形村大字川井
同　　九戸郡晴山村
弑ｍｍ鹿角郡宮川村
ｍ井餌の一部
岐阜購高山町
信州下水内郡
副島賜相馬郡中村町
‐Ｉｌｌ‐
　　→｛。ｙ＝。サマ　　　　　陽島扁伊達郡長岡村
　　｛一。｛【。サマ　　　　　　官械餌柴田郡富岡村菅生　　｛｛。｛｛。コ　　　　　　　Ｅ後仙北郡の一部
　　マンマイサマ　　　　　青森扁八戸市附近
　　マンマイサン　　　　　熊本輯球麻郡
　　マン｝νサン　　　　　滋賀屑愛知郡
　　同　　　　　　　　　　大阪府三島郡高槻町
　　同　　　　　　　　　　兵庫賜赤穂郡坂越村
　　同　　　　　　　　　　扁岡廳築一郡東宮富村
　　マンマンチ、ン　　　　　長崎鯛諌早町
　　マンマンチ。ンプツ　　奈良餌高田
ノノ系統の言葉は、ありふれたものだから、別に列學するまでもあるまい。但しこれもよく見ると、丿１ノー、ノー／、ノンノ、ノノ等と少しづつの髪化が見られる。接尾語も、サマとな。たり、サンとなッたり、何も附かなか。たり、色々である。
　次に、鱒様の子供言葉を集めてみると、次の様である。
　　あ。た。さん　　　　　　岩手謡盛岡市、共他
　　あ。とこ　　　　　　　岩手廳上閉伊郡一梅村左此　　　　　　　　　　　　　内
　　あ。とさま　　　　　　岩手餌気仙郡立根村
６６-、，
→
一一跡痕の萍崇月日-
あ。とうさま
あ。とーさん
あ。とあ。と
あと
あとさま
あとさん
あとたいさまあ、とが＝とが＝あ。たヽフで＝あままさん
かんかさま
たんたん
とーガ＝さんとーが＝さまとぅだ＝こ
とが、さま
とてさま
さも｝
トートサン
なまなま
のんのがみ
のんの
岩手郡気仙郡赤崎村　ヽ岩手郡下閉伊郡颯鶏村岩手郡江剌郡野手崎村秋田郡河沿郡
秋田Ｌ山沿郡
秋田郡仙北郡
岩手郡上閉伊郡±淵村岩手郡和質郡谷内村ｍ韻岩乎郡気仙郡猪川村
秋…郡平鹿郡横手町
岩手郡気仙郡日頃市村岩手郡下閉伊郡岩泉町岩手郡花巻町
岩手郡九戸郡長内村
岩手郡岩乎郡御明鱒村岩乎郡江剌郡米里村人首岩手郡西磐井郡平泉村新潟郡佐渡小木町
岩手郡江剌郡愛宕村
岐阜郡加茂郡黒川村
埼玉郡入間郡宗岡村
河豚ド｝ノンノチャンハ乃】サ・｝バド
は。とぅだいさままんまさま
ままさん　｝
まんまいさま
まんめ。さま
幅島郡伊建郡長岡村
肥前諌早町
東京府元八王子村
岡山郡上這郡芳野村四庄島取郡鼠高郡申郷村
岩手郡九戸郡宇部村久喜兵庫郡加西郡下里村四笠原冑森郡ハＦ市附近
岩手郡九戸郡晴山村
次に蝉採の子供言葉を調べてみると、次の様である。
あとと
あ。とあ。とあンとこ
あ。とさまあど。つ。まあゞて。さんあままさんかんかん
五島崎出村
岩手隋江刺郡野手崎村
岩手煽上閉伊郡上郷村左比内
岩乎餌気仙郡上有住村
山形騨北村山郡東郷村泉郷盛岡市
秋田郡平鹿郡横手町
岩手謁下閉伊郡岩泉町
67-
~
-跡痕の拝崇月11--－
‐・～ト’‐
　　かんかんさま　　　　　對馬比田勝
　　とーとさん　　　　　　佐渡小木町
　　と１で。さん　　　　　　秋田輯鹿角郡宮川村
　　とて，さん　　　　　　秋田騨平鹿郡横手町
　　なんなんさま　　　　　岐阜鵬高山町
　　なんまんなんまん　　　宮城屑柴田郡富岡村菅生
　　に。んに。はＩ　　　　　篇島屑中村町
　　のんの　　　　　　　　埼玉屑入間郡宗岡村
　　のんのさま　　　　　　篇島屑伊逡郡長岡村
　　のんのんさん　　　　　岡山屑浅口郡里庄村
　　皆皆：｝　　東京府元ハ王子村
　　のーのさん　　　　　　鳥取屑気高郡中郷村
　　のんのがみ　　　　　　岐阜餌加茂郡黒川村
　　まんまん　　　　　　　囁岡屑築上郡東吉富村
　　まんまんさん　　　　　一瞬戸市
　　まんまんち．ん　　　　肥前諌早町
　　まんまさま　　　　　　山口屑都濃郡戸田村
　　まんまいさま　　　　　埼玉鵬南埼玉郡和土村飯塚　　まめ。こ　　　　　　　青森屑下北郡脇野滞村小渫　　まめさま　　　　　　　青森麺南津軽郡浅瀬石村次に、細゛を秤む時の言葉を集めてみると岩手屑だけで
｜
次の揉な雙化が見られる（村名は略す）　　あ。とあ。と
　　あ，
　　あん
　　あーああ。と（トは貸費せず－
　　あ。とー
　　あ。とーだ＝
　　あ。と！で．な
　　あ。とーた＝
　　ありがたしあ。とーた‘
　　ありがだい○○さん
　　あ。とで＝。
　　あとが＝とが＝
　　あとね＝
　　あ。た＝
　　とーガ＝
　　とーガｍとーだ＝
　　とでとで
　　とてとては。あん
　　なまなま
　　なまなまは。あん
-ｍ--－
一
日
月
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拝
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←
　　なむとーだ。－
　　は．あ７’ｒヽ～
　　は。あ
　　は。あ。
　　は。とぅだ＝
岩手曙では、「堅い」を「かが＝」ユ音」を「おと」と言ふ風に、頭字以外のタ行酋を濁。て言ふ癖がある。だから、「とーだごと宵いたのも「と１た＝」と書いたのも、資は同じ貸費である。燈啜とは登音の具合か違ふから、混同するおそれは絶對に無い。
　さて、…ｕ手贋と秋田篇以外の府隋では、大択、獣躊すると見えて、鱒籾を秤む詞の宜例に乏しいが、琉球各地では、アートート、叉はウートート、壹岐島では、アアトカト叉は，アウトウト申シ上がマスル、肥前松浦郡大島では、アアトウトウサマ、東京府の兄八王子村では、ノウノクく、兵庫嘔赤穂郡坂越村の子供は、鱒や佛や月を秤むに、「まんまんあごと言ふさぅである。これらによれば、月や鱒様や佛様の子供言葉が、それを邦む言葉から来た事は明かである。一様を邦む言葉は、トートヽトークイゝアートードーアートータイ・叉は・それの崩れた奪と系と、南無阿曼陀系とある。その系圓は、
大頭、次の採でもあらぅか。
　タフト系
　ｍ　アート　ー　ト　：：ｅ＠γトト……ア。ト・：・：アト・：：・ア。
　　　……
　悶　アートータィ……ア。トタイ……アッタ．
　＠　トート：・：・ノーノ：：：ノノ
　ナムアミダ系
　＠　ナンマン……ナンマ……マンマ
　６　ナンマイグ；・：・マンマ４・：：・マー
アママ、オママは、マンマに感動詞の添は。たもので、アーマンマ、オーマンマのつづま。たものである。ナンナは、ノンノの鳴りとも，ナンマの鳴りとも解せられる。タンタンはトートの凝りである。
　以上の何れにも砿しないものに、カンカン、叉は、ガンガンがある。これは、鈴や鐘の喬を餌似たものかも知れないが、私は、カミカーの鳴りであ６と解したい。それは、ちよぅど、髪の子供言葉であるカンカンが髪髪から来たと同じ理屈である。そして、このカミカミは、鱒の蒸語から磨たとしてもよいがカミカミは元鱒を秤む言葉であ。て鱒をカミと稀するのも資は邦む言紫のカミから来たのであるといふ風にも考へられる。（六四頁へ）
-
69
一
-
俳
句
１
仰
-
＝１＝
　　　　　　　　　　　　　　　　（艶諏は木銃に掲出）
　ハ○頁「流氷やだぶりくと春の水」の句、書抜いて逞られたものには下瓦「春の水」とあつたが、教科書には「春の水」とある。・鳴雪俳句妙にも新俳句にも「春の　　　　　　　］　　ｉ　　ｌ　　ｌ　　一　　ｌ　　ｌ　　ｌ　　ｌ　　ｌ　　ｌ　　ｌ　　一
川」とある。教科書は改ｍか瞑植かである。
「大風の」ｍの次へ追加
　　　＊　　ｅ　　ｅ　　●　　●　　ｅ　　●　　●　　ｅ　　ｅ　　ｅ　　ｅ　　ｅ
　　　此漫り石泣くと云ふ夜寒かな　　　　鳴　雲
　夜泣石傅溌のある佐夜の中山でも涌る時の作らしい，夜々石か泣くといふところに夜寒の感懐を逡つたものである。此句ｋ五字「此の這に」とも作られて居る。
　ハ○頁「木枯や」の句の次へ追加
　●　　●　　●　　●　　●　　ｅ　　●　　ｅ　　ｅ　　●　　●　　●我村や月東嶺を出て孤なり
虚　予
　わが居村は月が東の嶺から出で、隣村もない淋しい伺である事よといふのである。「孤なり」は月にかｋる如くにも琵られる。
　ハー頁「冬蜂の」の句の次へ泣加
　　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　●　　ｅ
　　　花ちつてきのふに泣き醇心　　　　　鬼　城
　花の啜いてゐる問は、何かと騒々しく賑かであつたか、花が倣つてしまへば、さぅした浮歯の有様もきのふの夢と過ぎ去つて、ヽまたもとの閑寂な心境に立ちかへつたといふのである。「花」は祷である事いふまでもあるまい。平凡な句意ではあるが、花の賑ひの過ぎ去つた後の澄扉な感じがよく現はれてゐて、鬼貫の「花倣つてまたしづかなり園械寺」の作が想起される句である。
‐　　　ｌｔ　―１
（六九頁ｓｌ）但一を拝むのにカンカンといふ所が登見されぬ以上これは、単なる暇脆に止ま６．
　太陽も、月や一様と同じ言葉で呼んでゐる所がある。
　　ドびー｝　　東京府南多摩郡冗ハ王子村　　ノンノンサン　　　　　扁岡市築上郡東吉富村
　　トヽ・‐グエサマ　　　　　岩手鵬九戸郡久慈町
　　マンマｙサン　　　　　大阪府三島郡高槻町
　　フンマンチ．ン　　　　　　長崎煽諌早町
これは太陽崇拝の痕跡である。オヂ″ト様といふ言葉なども、考へてみなけ←ればならぬ言葉である。天道といふ字をあてて居るけれども、さぅいふ熟語は漢語には存在しない。いや、存在しないわけではないが、別の意味である。叉、迢をトーと清んで言ふ例は日本には存在しない。殊に、オ・アントサンは、主として、女子供の用語である。そして、女子供の用語には、漢語は少ないのが常である。けだし、この言葉は、日本固有のトートサマが、天といふ言葉の影響を受けて、頭酋だけ甕。たものだらぅと思ふ。この種の融合妥協は、二種の方言の接屑すら境界にはよく起る現象である。琉球語のテダも、７ントと智がよほど似てゐる。
　狗、この交については、次のものを參照せられん事を希望して、筆をおく。
　柳田圃男、小さき者の脈、信濃教育昭和二年九月琥　橘Ｅ一古代宗教の言語學的研究、方言と十一俗一の十｝　諧　　廠、子供言葉、方言と土俗、二の一一，
一
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